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（セグメント別売上比率） 2021年3月期 （4月～6月）実績（連結） 

T&M：75％ 
PQA その他 

モバイル ネットワーク・インフラ エレクトロニクス 

61% 24% 15% 17% 8% 

（T&M事業 地域別売上比率） 2021年3月期 （4月～6月）実績 

日本 アジア他 米州 EMEA 

15% 52% 23% 10% 
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グループ全体の受注高は前年同期比７％増の２９０億円、売上高は前年同
期比11％増の２５７億円となりました。営業利益は前年同期比９０％増の５１
億円となりました。 

当期利益は前年同期比９７％増の３５億円、当期包括利益は３７億円となり
ました。 
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T&M事業においては、５G商用化とデータセンター関連需要により、前年
同期比で増収増益となり、売上高は１１％増の１９３億円、営業利益は７
９％増の４９億円（営業利益率２５．７％）となりました。 

PQA事業は、食品市場において自動化、省力化に向けた設備投資ニー
ズは堅調で、前年同期比増収増益となり、売上高は８％増の４４億円、営
業利益は、３億円増の１億円（営業利益率３．１％）になりました。 



第１四半期の連結及び各事業セグメントの営業利益、営業利益率は下記の
とおりです。 

 連結    ５１億円（営業利益率： １９．９％） 

 T&M    ４９億円（営業利益率： ２５．７％） 

 PQA    １億円（営業利益率：  ３．１％） 
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(ノート部記載なし) 



T&M事業の第１四半期受注高は、前四半期からの受注延伸分を取り込むと
共に、５Ｇ商用化とデータセンター関連需要を獲得し、前年同期比２２億円
（１１．６％）増の２２０億円となりました。 

PQA事業の第１四半期受注高は、新型コロナウイルスの影響もあり、前年
同期比６億円（１１．９％）減の４７億円となりました。 

なお、受注残高はグループ全体で２５２億円（前年同期比１．６％減）、T&M
事業では１８２億円（同０．５％減）、PQA事業では５２億円（同９．０％減）でし
た。 
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営業キャッシュフローは、４９億円の資金獲得となりました。 
投資キャッシュフローは、１１億円の支出でした。 
その結果、フリー・キャッシュフローは３８億円の資金獲得となりました。 

財務キャシュフローは、１１０億円の資金支出となりました。主なものは、社
債の償還８０億円、配当金の支払い２７億円（期末配当分１株２０円）です。 

以上の結果、現金同等物期末残高は、期首残高より７２億円減の４０５億円
となりました。 

 



２０２１年３月期の通期業績の見通しは４月２７日の公表値から変更はあり
ません。 
 

新型コロナウイルス感染拡大による不透明な社会・経済状況が依然として
継続しています。当見通しは、新型コロナウイルスが上期中に収束すること
を前提としており、今後の新型コロナウイルス感染拡大の状況や収束時期
によっては、経済活動の停滞が更に長期化するなど、当社グループの業績
へ新たな影響を及ぼす可能性があります。今後、開示すべき重大な影響が
見込まれる場合には速やかに公表します。 
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当社グループは、1月末には緊急対策本部を立ち上げ、４月の緊急事態宣言時に
は、テレワークの実施拡大により、出社人数の削減率８０％を実現しました。 

緊急事態宣言解除後もテレワークを一定レベルで継続しつつ、会議室・エレベータ・
食堂等の利用におけるソーシャルディスタンスの確保、各職場の消毒徹底・非接触
での業務のあり方などを浸透させる新常態への取組みを実践しております。 
 

現在は、ローテーションで行っているテレワーク日数を増加させることにより、出社
人員削減率 ７０％を実現しております。 
 

先行きは依然不透明ですが、当社グループは、今後もリスクレベルに応じたテレ
ワーク対象範囲の最適化、ITインフラの整備・拡張および調達の多様化等の対策に
取り組むことで、事業への影響を最小限に抑えるべく努めます。 
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新型コロナウイルスの影響により、多くの国で経済活動の停滞が続いてい
ます。 
モバイル計測市場も例外ではなく、５Ｇのサービス展開に関してもスローダ
ウンしている地域が多くあります。 

これらの地域でも、新型コロナウイルスの感染が落ち着くことで、５Ｇサー
ビスの展開やネットワークの拡充が再開され、遅れを取り戻すように加速
されると想定しております。 

 



弊社が注目している市場向けのソリューションについてご紹介致します。 
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PQA事業のソリューションを紹介致します。 
錠剤・カプセル用金属検出機：KDS1004PSW 
錠剤、カプセル、タブレット用金属検出機は、医薬品の錠剤やカプセル、タブ
レット状の食品に混入した金属異物を検出します。新市場である医薬品市
場のさらなる侵攻を狙います。 
医薬品向け総合品質管理/制御システム：Quicca Pharma 
総合品質管理・制御システム［QUICCA］は、複数の検査機器の測定データ
の記録や動作来歴を一元管理できます。IoT活用により品質向上・生産性向
上を目的とした管理システムです。Quicca Pharmaは、医薬品生産検査ライ
ンに特化した管理システムです。 
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